
第1回（映画＆解説）

映画「新・あつい壁」上映会
「らい予防法」廃止から30年

港区主 催

03-3578-2027（担当課）港区総務部総務課人権・男女平等参画係

公益財団法人 東京都人権啓発センター受託事業者

第2回（フィールドワーク）

人権・平和まち歩き
近世から近代へ：人権の歴史をたどる〔港区編〕

ユニボイス位置はお客様
が最終確認して作成くだ
さいませ。

都営三田線芝公園駅
Ａ1出口から徒歩約4分
都営浅草線・都営大江戸線大門駅
Ａ３出口から徒歩約9分 
ＪＲ・東京モノレール浜松町駅
南口(金杉橋方面)から徒歩約10分

交通案内

参加無料 要事前申し込み 1回のみ参加も可 どなたでも参加可

一時保育あり(4か月から未就学児) 手話通訳あり

10月14日（水）1８：30～２１：０0日 時

申込期限 10月７日（水） 定 員 ４0人

会 場 東京都人権プラザ セミナールーム
（港区芝2-5-6 芝256スクエアビル２階）

「新・あつい壁」（2007年製作／111分／監督：中山節夫）上映作品

解説トーク 国立ハンセン病資料館 大高俊一郎氏

ルポライター・卓也は、55年
前に熊本で起きた事件の真
相を追うため現地へ。犯人
とされたハンセン病患者が、
憲法違反の隔離法廷で裁か
れた「菊池事件」を題材にし
た映画「新・あつい壁」を鑑
賞し、ハンセン病患者・元患
者やその家族が受けてきた
差別や偏見の歴史を振り返
ります。「らい予防法」廃止
から30年を迎える今、人権
尊重の大切さについて考え
ます。

明治維新により江戸は変容しま
すが、解放令で身分制度が廃止
された後も、部落差別は残りつ
づけました。その解決のために
東京都が設立した人権プラザ
も、港区にあります。区内には、
北里柴三郎の日本初の伝染病
研究所跡や、アイヌの若者が連
れてこられた開拓使仮学校跡
など、人権の歴史にゆかりある
場所が点在します。歩きながら、
歴史と今を考えてみませんか。

申込期限 10月15日（木） 定 員 ３0人

講 師 公益財団法人東京都人権啓発センター専門員

日 時 10月23日（金）

13：30～16：30

13：30集合 東京都人権プラザ セミナールーム
13：30～ レクチャー
14：15～ フィールドワーク
16：30解散 港区役所付近（予定）
※雨天決行（荒天の場合は中止）

スケジュール（予定）

知っておきたい「人権」を、映画とまち歩きでわかりやすく学ぶ2回連続講座です。

• みなとコール（年中無休 9：00～17：00）

03-5472-3710

• Web申込み(24時間受付)
右記の二次元コードから申込みください。

• FAX（送信先：03-3578-2976）
氏名、電話番号、希望する講座、一時保育（第1回講座のみ・
４か月から未就学児、５名まで）の有無（必要な場合は保育
児童の氏名と月齢）、手話通訳の必要有無を記載し、港区総
務課人権・男女平等参画係まで。

二次元ード

1回目

二次元
コード

2回目

申込み方法（先着順 事前申込）

※お申込みの際の個人情報は、本講座の運営以外には使用しません。

音声コード（ユニボイス）
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